














ポ査教授 漬 裕光 副主倉教授 志水英二
白IJ主査教授 岡本次郎 副主査助教授 柳原幸雄
論文内容の要旨
本論文では、ファジィ手法を用いた個人の主観性の表現手法を挺案し、その応用研IJとして2種頒のマル
チメディア情報処用システム、すなわら対話型編曲システム、および配色イメージの円動判定システムに
ついて述べた。本論文は序論と結論を合めて5阜で構成されている。
ti~ 1ぶは序論であり、研究の背景と目的、次章以降の概要についてJdSべたc
第2章では、ユーザの主観性を考慮したマルチメディア情報処理システムを構築する手法として、新し
くファジィ推論を用いた感性情報処理のインタフヰースを提案した。本手法では、感性を表現する方法と
して、ファジィ集合およびファジィルールを用いている。ファジィ集合のラベルやファジィルールは、多
くの人に共通する客観的な感性情報に基づいて決定される。ファジィ集命に対応するメンバーシップ関数
は、単純なパラメータにより定義されている。したがって、それぞれのメンバーシップ関数におけるパラ
メータの値を、個人の感性表現に適した値に設定することにより、個人の主観性を反映することが可能と
なった。提案手法の応用例として構築した2賄額のシステムについて次に述べる。
第 3草ーでは、対話刑編集システムについて述べた。本システムは、ユーザ、が入力したメロディに対して
自動的に伴奏コードを作成するもので、メロディの構造解釈や、調性および伴奏コード判定の知識をファ
ジィルール化している。それぞれの白ー楽知識はファジィ集合で表現されている。音楽知識の重要度を表す
メンバーシップ関数は、ユーザが自由に設定で、きるパラメータで定義されている。したがって、ユーザは
これらのパラメータを調繋することにより、 iつのメロディに対して様々な伴奏コードを得ることができ
る。さらに、あるメロディに対する伴奏コードを指定すると、指定された伴奏コードを作成するのに必要
なパラメータ値を自動的に設定するシステムを構築した。その結果、自動設定されたパラメータ値を用い
て本システムが作成した伴奏コードは、指定された伴奏コードに対して80%以よの高い割合で・致した。
さらに、パラメータの調整により、非常に多彩な伴奏コードを作成することが可能であることが明らかに
なった。
第4章では、配色イメージの判定システムについて述べた。本システムは、色彩のイメージ分析モデル
iこ基づいで作成したファジィルールにより、 3色配色のイメージを、“Casual"や“Pretty"などのイメージ
訴で表現する。色や言葉の解釈は人によって様々であり、個人のキ観性が深く関係する問題である。本シ
ステムでは、メンバーシップ関数の設定パラメータやファジィルールを調整するιとで、個人の色彩イメー
ジを表現することが可能である。そこで、個人のイメージモデルをアンケート調併により作成し、被験者
個人のイメージ判定を丙現するためのパラメータおよびファジィルールを、遺伝的ア jレゴリズムを用いて
自動設定した。その結果、提案システムにより被験占-の個人差lこ対応したイメージ判定が可能であること
が確認された。
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第5章は結論であり、本研究で得られた成果と今後の課題についてまとめた。
論文審査の結果の要旨
本論文は、ファジィ手法を用いた個人の主観性の表現方法を提案し、その応用例として楠築した 2種類
のマルチメディア情報処理システム、すなわち、対話型編曲システム IIASCAPおよび配色イメージの自
動判定システムについてまとめたものである。
従来の感性情報処理の研究では、心理分析による感性の定量化を対象としたものが多く、客観的な感件
モデルの構築に関するものがほとんどであった。一応、感性モデルの更新や個人の主観への対応について
の取り組みはあまり行われていない。そこで、まず、ユーザの主観性を考慮したインタフェースを提案し
ている。本手法では、ファジィ集合のラベルやファジィルールを、多くの人に共通する客観的な感性情報
に品づいて構築している。各ファジィ集合のメンバーシップ関数は、それぞれーつのパラメータで定義さ
れており、それらのパラメータを調整することにより、ユーザの主観に対応した感性モデルが構築司能で
あることを示している。
次に、提案T法の応用システムとして、対話刑編集システム HASCAPを構築している。本システムで
は、音楽知識をファジィ集合で表現しており、各ファジィ集合のメンバーシップ関数を、ユーザが自由に
設定できるパラメータで定義している。このため、従来手法よりも少ないパラメータ数で、一つのメロディ
から実に多彩な伴奏コードを作成することが口j能である。実験結果から、転調を伴う視維なメロディの曲
に対しでも、令体的に違和感のない自然な伴奏コードが作成されており、また、オリジナルの伴奏コード
と比較して高Lい・致率(約70.8%)の伴奏コードが作成されていることから、本手法の有効性が実証されて
いる。
さらに、次の応用システムとして、配色イメージの判定システムを構築している。本システムは、日本
カラーデザイン研究所の配色イメージモデルのファジィルール化することにより、 3色配色のイメージを
つ)retty"や“Casual"などのイメージ語で表現するものである。実験結果から、木システムが!日j研究所の配
色イメージモデルと同等のイメージ判定を自動的に行うことが可能であることが確認されている。また、
メンバーシップ関数を定義するバラメータやファジィルールを調整することにより、個人のイメージ判定
に対応することが可能であり、提案手法の有効性が実証されてし喝。
以上のように、本論文は、感性情報処聞の中でも研究例の少ないユーザの主観性を取り扱い、マルチメ
ディア情報システムを構築した研究として高〈評価でき、情報工学、特に感性情報処理工学分野の発展に
寄与すること大である。よって本論文の著者は博寸て(工学〉の学伎を受ける資格を有するものと認める。
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